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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月26日(2011.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェハを切り出して、第１の六角形の半導体基板及び第２の六角形の半導体基板を形成
し、
　矩形の基板上に前記第１の六角形の半導体基板及び前記第２の六角形の半導体基板を並
べて貼り合わせ、
　複数の半導体領域と、前記複数の半導体領域と電気的に接続する複数の画素電極とを形
成して、前記複数の半導体領域のうち少なくとも一つの半導体領域及び前記一つの半導体
領域と電気的に接続する画素電極を含む画素を複数配置した表示部を形成し、
　前記第１の六角形の半導体基板及び前記第２の六角形の半導体基板の境界領域が、前記
一つの半導体領域と、前記一つの半導体領域の隣の半導体領域との間に配置されるように
、前記複数の半導体領域を形成することを特徴とする表示装置の作製方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記表示部における画素の配置はデルタ配置である表示装置の作製方法。
【請求項３】
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　矩形の基板上に、第１の六角形の半導体基板及び第２の六角形の半導体基板が並べて配
置され、複数の半導体領域が設けられており、
　前記複数の半導体領域のうち少なくとも一つの半導体領域及び前記一つの半導体領域と
電気的に接続する画素電極を含む画素を複数配置した表示部を有し、
　前記第１の六角形の半導体基板及び前記第２の六角形の半導体基板の境界領域が、前記
複数の半導体領域のうち一つの半導体領域と、前記一つの半導体領域の隣の半導体領域と
の間に配置されるように、前記複数の半導体領域を設けたことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　矩形の基板上に、第１の六角形の半導体基板及び第２の六角形の半導体基板が並べて配
置され、複数の半導体領域が設けられており、
　前記複数の半導体領域のうち少なくとも一つの半導体領域及び前記一つの半導体領域と
電気的に接続する画素電極を含む画素を複数配置した表示部を有し、
　複数の前記画素は、同一の信号線を有するｍ列の画素群（ｍは正の整数）に分類され、
　前記画素群が有する画素は、それぞれの画素領域内において概同一の位置に半導体領域
を有し、
　前記信号線と平行な方向の画素ピッチをＹとすると、前記画素群が有する画素の画素領
域内における前記半導体領域と、前記画素群と隣接する画素群が有する画素の画素領域内
における前記半導体領域とは、前記信号線と平行な方向にＹ／２ずれており、
　前記第１の六角形の半導体基板及び前記第２の六角形の半導体基板の境界領域が、前記
複数の半導体領域のうち一つの半導体領域と、前記一つの半導体領域の隣の半導体領域と
の間に配置されるように、前記複数の半導体領域を設けたことを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　複数の前記画素は、画素領域の短辺対長辺比がそれぞれ√３／２：１であることを特徴
とする表示装置。
【請求項６】
　矩形の基板上に、第１の六角形の半導体基板及び第２の六角形の半導体基板が並べて配
置され、複数の半導体領域が設けられており、
　前記複数の半導体領域のうち少なくとも一つの半導体領域及び前記一つの半導体領域と
電気的に接続する画素電極を含む画素を複数配置した表示部を有し、
　複数の前記画素は、同一の走査線を有するｎ行の画素群（ｎは正の整数）に分類され、
　前記画素群が有する画素は、それぞれの画素領域内において概同一の位置に半導体領域
を有し、
　前記走査線と平行な方向の画素ピッチをＸとすると、前記画素群が有する画素の画素領
域内における前記半導体領域と、前記画素群と隣接する画素群が有する画素の画素領域内
における前記半導体領域とは、前記走査線と平行な方向にＸ／２ずれており、
　前記第１の六角形の半導体基板及び前記第２の六角形の半導体基板の境界領域が、前記
複数の半導体領域のうち一つの半導体領域と、前記一つの半導体領域の隣の半導体領域と
の間に配置されるように、前記複数の半導体領域を設けたことを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　複数の前記画素は、画素領域の短辺対長辺比がそれぞれ１：√３であることを特徴とす
る表示装置。
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